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　「野村仁　変化する相―時・場・身体」開

催中の7月10日（金）、同展担当の当館主任研

究員平井章一と、日本科学未来館で開催予定

の「‘おいしく、食べる’ の科学展」担当の科学

コミュニケーター森田由子氏が、野村仁氏の

新作《植物を育む言語又は‘反照している'を

見る》をめぐり、美術と科学、双方の観点から

語り合うユニークなイベントが行われた。笑

いあり、ちょっと難解な話ありの1時間だった

が、科学ファンも多数参加され、普段の当館

でのレクチャーやシンポジウムにはない盛り

上がりを見せた。ここにその要旨を再録する。

司会は当館広報担当の小島佳がつとめた。

司会：まず森田さんから、《植物を育む言語又

は‘反照している'を見る》をご覧になったご

感想などお聞かせいただけますか？

森田：最近ニュースで皆さんもよく「植物工

場」という言葉をお聞きになるかと思うんで

すが、LEDを使い、植物の成長に最も適した

色を当て育てる試みがなされています。その

「植物工場」の光景が重なったのと、私はバッ

クグラウンドが生物学なんですが、植物や動

物にとって光というのは非常に重要な刺激、

外界を捉えるための刺激ですので、それをこ

ういう形でアートにされているということに

非常に驚きを覚えました。

司会：この作品は、そもそもどういう意図が

込められたものなのでしょうか。

平井：たしかに一見いま話題の「植物工場」に

似た感じの作品ですが、野村さんの作品の意

図はこの色の光を当てると植物の成長が早ま

るとか、おいしくなるとか、そういうことで

はなく、タイトルにもありますけれど、光の

言葉で植物に語りかける、それに対して植物

がどう反応してくれるかを見る作品です。通

常、私たちは植物とは会話できないのですが、

野村氏によれば、植物はいろんな色の光に対

していろんな反応をするそうです。ならば光

でもって何かメッセージを伝えたり、あるい

は彼らからメッセージを汲み取ることができ

るんじゃないかということだと思います。

司会：科学的なお立場からご覧になって、植

物に対し色が何らかの役割をもっていると

か、何かを語りかける力をもっているという

ことは、実際にあるのでしょうか。

森田：そうですね、植物に対し、色で私たち

がいま行っているような「会話」をするのは難

しいかと思います。ただ、植物と光というと、

理科の授業での光合成ぐらいしか印象がない

かと思うんですけど、光を読み取るというこ

とは植物にとって非常に重要で、発芽すると

か、花芽を作るとか、あるいはツルをどちら

の方向に伸ばすなど成長に関わることを、光

の波長を読み取りながら決めている、という

研究報告があります。

司会：植物は、実は光を読みながら成長して

いるということですね。

森田：そうです。ところで、植物は緑に見え

ますけれども、植物は赤と青の領域の光を吸

収するので、残った色、つまり反射したり通

り抜ける色が緑なので、主にあんな感じに見

えるんですよ。

平井：野村さんはこの作品について、「私たち

人間は緑の植物を見て心を癒されたりするけ

ど、実は植物にとって緑は、本当は不要な色

なんです。そこが面白いじゃないですか」と

おっしゃっていました。

森田：そうですね。植物が利用できていない

色で人間が落ち着くというのは、本当に不思

議な話だと思います。ただ、実は青もたくさ

ん入りすぎると、植物には害になってしまう

ことがあります。LEDで青だけを当ててレタ

スを育てると、非常にキチっと、パキパキっ

という感じに硬くなるんですね。緑100％で

育てると、いかにももやしっ子のようにヒョ

ロヒョロになってしまう。レタスの場合に

は、赤がほとんどのところに少し青をまぜる

のがよいそうです。青だけだと硬くなりすぎ

るので赤でやわらかくし、味も青だけで育て

るとちょっと苦すぎるので、赤を入れるとい

い具合の味になってくるのだそうです。

司会：先ほど平井さんから、この作品で使われ

るいろいろな色には、植物に対するメッセージ

が込められているという話を伺ったんですが。

平井：はい。この色の配列がひとつの言葉を形

づくっています。ですから、植物に対し、個々

の色にというより、この言葉、メッセージに反

応してほしいという思いが込められています。

司会：その言葉ってなんですか？

平井：野村さんは教えてくださらないんです

よ。実は、これと同じく色言語をモチーフに
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した作品《Chromatist painting》を、数年前、

大阪で発表されたときに拝見に行って、野村

さんにせっかちにも「これは何て書いてある

んですか？」と尋ねて叱られました。野村さ

んいわく、「少しは考えてみてください」と

（笑）。現代美術というのは往々にしてそうな

んですが、一見しただけでは何が描いてある

かよく分からないし、これも色の配列としか

見なければそれでおしまいなのです。作品と

して観るには想像力が必要だし、考えるとい

う意識とプロセスが大切なんですね。とはい

え、私にはあまり想像力がないので、少しだ

けヒントをいただきました。まず最初に赤の

LEDのパネルがありますが、あれが「A（あ）」

なんです。ほかのパネルを見ると、色が左右

二色に分かれ、何かの色と赤とが組み合わさ

れたものもあります。それらは後ろに「A」が

つく文字、つまり「KA（か）」や「SA（さ）」など

になります。つまり、単色は母音の文字、二

色の組み合わせは子音と母音の組み合わせか

ら成る文字ということです。そのように観る

と、この色言語の構成が分かってきます。皆

さんもこれを手がかりに、解読に挑戦してみ

てください。

司会：野村仁さんという方の物事を観察する

姿勢は、科学者に似たものを感じさせますが。

平井：ご本人は、自分がいるこの世界とは何

なのかという関心に迫るひとつの方法とし

て、ある物事を長い時間かけて観察し続けた

のだと思います。そうすることで、私たちが

普段見たり感じたりしている現象がちがっ

た形で現れたり、私たちの知覚では捉えられ

ないような現象が見えてくる。世界の真の姿

に触れることができるのです。こうした関心

が、宇宙や自然界の現象へと発展し、作品が

科学の知識や科学技術を導入したものになっ

てきたので科学の目線に近く感じられます

が、それは結果論であり、ご本人の意識のな

かではあくまでもアートであり、表現行為な

んだと思います。

司会：《正午のアナレンマ》という作品などは、

人間がある一定の時間、一定のところに立っ

ていて太陽を見て、頭のなかにその像を残せ

る能力があったら、一年後にこういう8の字

が観られるということですよね。

平井：この「アナレンマ」という太陽の8の字

状の動きは、天文学的にいうと前から知られ

ていたことかもしれないですが、野村さんは

太陽の動きが紡ぎだす形に感動し、この8の

字みたいな形が、さらに人間のDNAの螺旋状

の配列に形が似ている不思議さに感動する。

それが科学とアートのちがいかと。

森田：おそらく天文を専門にしていらっしゃる

方は、太陽がこういうふうに動いていること

は、数値としてはご存知だったんだと思うん

です。それで、地軸がどう傾いているとか、あ

の軌道がどうだとか計算されるんですけれど

も、同じ現象を観ながら、どこでどうやって何

を感じるかというところが、科学として天文

をやってらっしゃる方と野村さんの場合とで

ツボが違う、自分の中で消化するやり方がち

がう、ということなのではないかと思います。

司会：今のお話を伺っていると、芸術と科学

というカテゴリーの区分けってなんだろう、

という気がしますね。

平井：いま森田さんがおっしゃったように、

あるところまではアートと科学ってたぶん同

じなんですけれども、最後のツボによってカ

テゴリーとして分かれているのかな。そうい

うことでいうと、皆さんご存知のイタリア・

ルネサンスの時代、アートと科学は同じで、

それらを分けた言葉ってなかったかもしれな

い。ダ・ヴィンチはアーティストである一方、

今でいう科学者でもありました。ダ・ヴィン

チも、野村さんのように世界ってどういう風

にできているのかという関心から、人間はど

ういう仕組みで動いているのかとか、鳥はど

うして飛べるのかを研究し、そのなかから作

品みたいなものができたり、科学のノートみ

たいなものができたりしています。その意味

で、野村さんはすごく古典的なアーティスト

かもしれないという気がしますね。

森田：科学の立場からいうと、警察の科学的

な捜査でDNAの断片をちょっと取ってきて

増やすとか、科学的な研究が非常に短時間で

できるようになってしまったがために、逆に

アートとの乖離というのが目に付くように

なっているのではないかなと思います。本当

は、野村さんがアナレンマを撮られた時のよ

うに、定点、定時観測が基本なのですが。し

かも、そうした定点、定時観測でも、1日24時

間観察し続けるのか、1年間通して観るのか

で見えてくるものは違うのです。野村さんの

作品を拝見していると、科学はもっと時間の

流れを重視しないといろいろなものを捨てて

しまうことになるんじゃないかな、と強く感

じます。物質論ばかりになってしまって、面

白みがなくなってしまうんじゃないかと。

司会：今お二人のお話をうかがっていて、

ちょうど竹橋の東京国立近代美術館でゴー

ギャン展が開催されていて、《我々はどこか

ら来たのか 我々は何者か 我々はどこへ行く

のか》と題された作品が来ていることを思い

起こしました。これはいつの時代も人間が求

める最終的なテーマなんですね。

編集：平井章一（ひらい しょういち　主任研究員）
当日の様子（向かって右から：森田科学コミュニケーター、平井
主任研究員）
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　アール・ヌーヴォーのジュエリー制作者、

アール・デコのガラス工芸家として二つの創

作分野で頂点を極めたルネ・ラリック（1860-

1945）。その創作の軌跡を紹介する本展では、

ラリックがジュエリーの実作者となる以前

に制作した最初期の作品から数々のジュエ

リー、そしてガラスの量産を手がけた晩年に

かけての作品まで、約400点が紹介されてい

る。華やかなジュエリーや洗練されたガラス

に包まれた展示室の中でとりわけ注目してい

ただきたいのが、「創作の舞台裏」というセク

ションである。ここでは、世界でも初めての

一般公開となった、ラリックがガラス制作へ

の転換期に持ち歩いていたスケッチ帳8冊が

展示されている。ラリックの孫にあたるニコ

ル・マリッチ＝アヴィランド夫人とその兄に

よって1996年にオルセー美術館に収められ

たこの手帳には、素早く書き留められたデザ

イン案や製造法、製造工程の改良や工場の運

営に関する走り書きのメモなど、さまざまな

事柄が記されている。ガラスの制作の裏側を

しのばせる貴重な資料である。

　一方、ラリックの創作活動の前半にあたる

ジュエリー制作の裏側については、本展に出

品された30点余りのデザイン画からうかが

うことができる。素材のディテールが見事に

描き出されたジュエリー制作者ならではのデ

ザイン画には、時に素材や技法についての書

き込みがあり、制作の背景を伝える資料とし

て興味深い。本稿では、そうしたジュエリー

制作の舞台裏について、そこに用いられた素

材をはじめとする技術的な側面について、補

足してみたい。

＊

「コサージュ・オーナメント、プラチナ製裏

塗り［あるいは裏打ちか］なし、枝にダイヤ

モンド、松かさクリスタル、中央ごく薄い

色のサファイアかオパール、木は立てては

め込み素材は使わない、背景クリスタルに

グラヴュールとエナメル彩、ブローチのピ

ン両側に縦向き」 ―Fig.1書き込みより 1

「葉にダイヤモンドを嵌める、示した場所

にエナメルを盛り上げシャンルヴェ（エナ

メルの上を手彫り）、触れ合っている花の

固まりの部分はエナメル、縁の輪郭のみ

シャンルヴェで、つぼみ（複数）は独立して

それぞれシャンルヴェ、茎と鍔は金に手彫

り、長方形のフレームの外側にゴルジュを

つけ、2 mmの厚さに削る」

―Fig.2書き込みより

　ジュエリー制作における素材や技法につい

てラリック自身が残している言及はごく限ら

れているため、デザイン画へのこうした書き

込みはたいへん貴重である 2。貴石や半貴石

の詳細やそれらをどう切断し、加工するか、

金箔の厚み、使うべき真珠の種類など、工房

の職人への指示や、顧客の名前や日付、時に

は工房外の職人についてまで書かれているも

のもある。あたかも工房を覗いているかのよ

うな錯覚をもおぼえさせるこうした書き込

みには、同時に、ラリックが「モダン・ジュエ

リー」の先駆と称された由縁たるものが凝縮

されている。

　ラリックと同時代の宝飾作家アンリ・ヴェ

ヴェールは、著書「19世紀フランスの宝飾工

芸」のなかで、「金銀宝飾細工が、細工の美し

さと構図の工夫によって、しばしば宝石細

工に使われる高価な宝石よりも価値を持ち

うる」ことを大衆に示したラリックの功績を

称え、「彼によって金銀宝飾細工が再び芸術

作品となった」と言及している 3。ラリックが

「モダン・ジュエリー」の先駆と称された最大

の理由は、まぎれもなく、宝飾に対する通念

の変革であった。立体的な構図と豊かな色

彩、そしてそれらが相互に補完しあう「総合

的」なジュエリーの制作こそが、ラリックが

もたらした革新の真髄であった。そして、そ

うした制作を可能にする素材と技法の追究の

結果、貴石の価値でなく、色、輝き、質感に重

きをおいて素材を選び、貴石同様に半貴石そ

してエナメル、ガラスまでをも用いたラリッ

クの斬新な発想と実現は、「かつて誰も見た

ことのない」ジュエリーを求めて制作にうち

こんだ作家の熱意と、それに応えた確かな技

術の結晶なのであった。

　「総合的」なジュエリーの実現にむけて、構

造の主要な一要素である「ヴォリューム」を

ジュエリーの中に採り入れようとする試み

は、1890年代初頭からラリックが追究してき

たことでもあった。既に塑像の経験を積んで

いたラリックは、自ら蠟や石膏で原型を制作

し、メダルの彫り師が行う縮小の方法（縮小

用旋盤）を用いて、それらを金属や象牙、獣

角でジュエリーに適した大きさに移し変えて

いた。こうしたジュエリー制作の背景には優

れた共同制作者の存在があったことは確か

で、工房の職人達はもとより、彫刻家であっ

たラリックの義父と義兄、すなわちオーギュ

スト・ルドリュ（父、子）らも大切な協力者で、

彼らはラリックが描いた図案をレリーフで表

す際にしばし貢献していた。

　ジュエリーに採りこまれたヴォリュームと

いう観点から、エナメルの使用についても然

りである。鮮やかで多様な色彩、そしてエナ

メルと金や銀との、またダイヤモンドやカ

ラー・ストーンとの協調性を追究しながらエ

ナメルの加工のあらゆる可能性を試みたラ

Fig.1　デザイン画－コサージュ・オーナメント《冬景色》1896年頃
撮影：久保良

Fig.2　デザイン画－ドッグ・カラー・プラーク《ヴェロニカ》
1898-1899年頃　©Lalique SA

生誕150年 ルネ・ラリック　華やぎのジュエリーから煌めきのガラスへ　　2009年6月24日（水）―9月7日（月）

ルネ・ラリック―ジュエリー制作の舞台裏



リックは、透かし細工に半透明のエナメルを

施すという難易度の高い技法をはじめ、エ

ナメルの重ね掛けによりヴォリュームを獲得

し、浮彫表現を施すといった技法を獲得して

いる。《ヴェロニカ》（Fig.3）の花の部分にみ

られるエナメルの盛り上げには、こうしたラ

リック独自の技法が用いられたと考えられ

る。そしてこうした新技法は、次なる新たな

展開をも導いたのだった。それはすなわち、

ガラスの使用である。エナメルの重ね掛けに

よりヴォリュームを出すことの難しさや、宝

石の石目がもたらす加工のうえでの困難の繰

り返しがラリックにガラスの使用を促したの

も一因ではあるとされるが、ラリックがジュ

エリー制作のうえでより立体的で新しい効果

を追究するなかでガラスという素材に辿り着

いたのは、偶然ではないのだろう。ラリック

は、ブロンズ鋳造の手段の一つであったシー

ル・ペルデュ技法（蠟型鋳造法）をガラスに応

用し、花や昆虫など、ジュエリーの小さなモ

ティーフに応用するのである。

　ジュエリー制作におけるさまざまな素材の

採用は、ラリックがジュエリーに求めた構造

的な面での革新を実現すると同時に、色彩に

豊かなヴァリエーションをもたらすという点

でも重要であった。色彩の観点から、興味深

い一節をひいてみたい。

「これらの優れた芸術家たちにとって、金

は一つの色であり、銀はまた別の色、つま

りパレットの中の二色にしかすぎない。

［…］金七宝の蝶、その薄い羽には、本物の

羽のように変化する真珠色の微妙な光沢が

ある。それは金糸と青七宝に彩られた白銀

製の花に止まっている。」 4

「用いられた材料が探し求められた効果に

役立つかぎり、すべての材料は彼にとって

適切なものとなる。螺鈿、鼈甲、陶器、金属

は、彼の色調を豊かにすることになる。」 5

　これらは、アール・ヌーヴォーの推進者の一

人であるサミュエル・ビングによって発行さ

れた雑誌『芸術の日本』によせて、宝飾細工師

リュシアン・ファリーズ、および東洋美術の蒐

集家として有名であったエルネスト・アール

によって記された一節である。ここには、日

本の金工細工および蒔絵における素材の使

用について、当時の西欧にもたらされた驚き

と称賛が表れている。ラリックが本書の読者

であったことは、彼の周辺の人々によって伝

えられてはいるものの、ラリックはこれらを

「模倣」することはなかった。しかし、ラリッ

クが金銀細工においてエナメルを応用し 、色

彩と質感表現のためにあらゆる素材を用いた

という点において、すなわち、そうした素材

使用の概念という点においては、少なくとも

ラリックが日本をはじめとする東洋の美術品

から吸収したものがあるとは言うことができ

よう。こうして、ラリックにとって素材とは

形であり、また色となっていったのだろう。

　だが何よりもラリックの功績は、こうした

素材使用の概念を西洋のジュエリー史の文脈

のうえで応用し、それを実現し、まさに「モ

ダン・ジュエリー」の先駆として装飾美術の世

界に「新風」を吹き込んだことにあった。事

実、ラリックのジュエリーにおいて基調とな

るのは旧来より西欧ジュエリーに用いられ

てきた金とエナメルであるが 6、とりわけラ

リックに特徴的なのは、獣角と半貴石、そし

てガラスの使用であった。ラリックは1896

年に初めてジュエリーに獣角を用いたとい

われているが、それは素材の透明性と、加工

に適した柔軟性を好んだためであった。半貴

石のなかでとりわけラリックが好んだのが

オパールであった。光によって幅広い色彩の

変化をみせるオパールは、不吉な石と考え

られていたものの、ラリックはむしろそこに

オパールの魅力を見出した。さらには、生涯

において追究し続ける素材となるガラスで

ある。エナメルと同素材といえ、エナメルが

「色」を、ガラスは「形」のより高度な細工を

可能にした。いずれも、用途と効果に適した

素材の選択であった。そしてこの頃から、ラ

リックの制作は、続く第二の創作ステージと

言うべく透明の世界にむけて、急速に進んで

いくこととなるのである。

＊

　ラリックのヴァラエティー豊かなジュエ

リーは、見るたびに驚きと発見を与えてくれ

る。こうした作品の包括的な構想力というも

のを、ラリックは制作におけるあらゆる段階

を通して徐々に身につけていったものと考え

られる。だが、そうした作家の創造を実際に

かたちにするためには、並外れた技量がなけ

ればならなかったことは言うまでもない。そ

うしたラリックの並外れた技術力は、同時代

の批評家アンドレ・ボーニエの言葉に明快に

語られている。

「芸術の目的を達成するために、ラリック

は独自のやり方で実用性のある技術を用

いた。彼は紙の上でデザインを描くだけで

は満足しなかった。それを実現させなけれ

ば気が済まず、そのためには、彼は彫刻家

であり、エナメル細工師であり、金工細工

師であり、また画家でなければならなかっ

た。彼はそれら全てを見事にこなしてい

た。［…］鏨を用い、旋回盤でガラスを彫り、

水彩画家の筆は象牙に色づけする際にも

活躍した。［…］彼は造形芸術の全てをもっ

て、自身の芸術を成し遂げた。」 7

　総合芸術家たるラリックのみが成し得た創

作の数々を、ぜひ本展を通して堪能していた

だきたい。

長谷川珠緒（はせがわ たまお　研究補佐員）

1 本作書き込みの邦訳は本展図録作品解説より引用。
2 デザイン画は必ずしもラリックによって描かれたものと
は限らないが、本展出品作についてはいずれもラリック自身
によるものとする見解が有力である。
3 Henri Vever, La Bijouterie Française au XIXe Siècle, 
Paris, 1908, t. III, p.740.
4 リュシアン・ファリーズ著、鶴園紫磯子訳「金銀細工師の
仕事」『芸術の日本』1981年、pp.62-64（原文1888年）。
5 エルネスト・アール著、長谷川栄訳「笠翁とその一派」『芸
術の日本』1981年、p.159（原文1889年）。
6 ラリックのエナメル使用については日本の工芸品から得
たものも少なからずあるはずだが、むしろルネサンス期の
ジュエリーから多くを得たというのが的確だろう。
7 André Beaunier, ‘Les Bijoux de Lalique au Salon,’ Art et 
Décoration, vol. XXI, 1902, pp.37-38.

Fig.3　ドッグ・カラー・プラーク《ヴェロニカ》1899年頃
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　オーストリア・シュタイアマルク州の州都

グラーツは、オーストリア第2の都市である。

ハプスブルク家の配下となった14世紀以来、

文化都市として栄華を誇ってきた美しい古都

の町並みは、世界遺産にも登録されている…

と、物知り顔に書いてみたが、実は、グラー

ツのことはよく知らなかった。だが、数年前

からさまざまなメディアで、2003年に開館し

た「クンストハウス・グラーツ」がとりあげら

れるようになり、その巨大な宇宙船とも軟体

動物とも形容される、ユニークな建物の写真

を見るにつけ、行きたいと思うようになった

のだ。運よくこの5月、グラーツを訪れる機

会に恵まれたので、クンストハウスや町のよ

うすを、簡単に紹介してみたい。

　まず、クンストハウス・グラーツ開設の経

緯から。ヨーロッパのEU加盟国のあいだに

は、欧州文化首都という制度がある。加盟国

の文化閣僚会議によって文化首都に指定さ

れた都市は、その一年間にさまざまな文化事

業にとりくむ。1985年にアテネを最初の指定

都市として始まり、当初は1年につき1都市

であったが、EU加盟国の増加にともなって、

近年は複数の都市が選ばれている。グラーツ

は、2003年に欧州文化首都に指定された。こ

れを受けて、同年10月にクンストハウス・グ

ラーツが開設されたのだ。

　グラーツは、中央部を南北に横切るムーア

川によって東西に分断されている。東側に

は中世以来の古い町並みが多く残るいっぽ

うで、西側はもともと文化的要素が少なかっ

たそうだ。そのため、クンストハウスの建設

地は、西側地域の文化面での充実をはかる

べく、ムーア川の西岸沿いに定められた。元

アーキグラムの建築家ピーター・クックとコ

リン・ファーニアの設計による奇抜な4階建

ての建築は、開館前から物議をかもしたが、

今ではグラーツの新たな顔として、すっかり

定着したようにみえる。

　自前のコレクションを持たないクンスト

ハウスは、つねにいくつかの現代美術の展覧

会を同時開催している。わたしが訪れたとき

は、3つの展覧会を観覧できたが、なかでも

「秘密の了解 A Secret Understanding」と題

された展覧会が、心に残った。内外の10名の

メディアアートの作家たちが、それぞれに楽

曲を選び、ヴィデオ・クリップ風の映像作品

に展開するという趣旨のものだったが、その

選曲に付された条件が、なかなかうがってい

た。「有名な楽曲の、あまり知られていない

バージョン」を対象にする、というのだ。たと

えば、マンチェスターを拠点に活動するアー

ティスト、ニック・ジョーダンが選んだ曲は、

あのビートルズの「ノルウェーの森」を、イン

ド系イギリス人のバンド、コーナーショップ

が1997年にパンジャブ語でカヴァーしたも

の。ビートルズの1965年のアルバム「ラバー・

ソウル」に収録された「ノルウェーの森」は、

インドの楽器シタールをとりいれたポップ・

ミュージックの最初の例とされるが、それを

少々アイロニカルな姿勢でカヴァーしたの

が、コーナーショップのパンジャブ語版とい

うことになる。ジョーダンは、そこに、いか

にもノルウェーらしい森のなかで、一人のノ

ルウェーの男性が、自分の強さを女性にア

ピールすることを目的にした民族ダンスを

踊るという映像を添えた。ビートルズ、コー

ナーショップ、ジョーダンの3者から導き出

されたモティーフが、隠れた了解のもとにひ

とつに結びつけられることで、なんとも不思

議な魅力ある映像世界となっていた。

　本展のテーマ設定は、必然的に出品作家た

ちに、オリジナリティー、引用／盗用、著作

権など、芸術活動につねにつきまとう根本的

な問題への、深いコミットメントをうながす

ことになっただろう。どの出品作も、それぞ

れに際立つ個性と見ごたえがあった。

　さて、展覧会を見終わり、意気込みも新た

に、外に出た。クンストハウスの外観を堪能

したかったのだ。しかし、建物のまわりは

家々にとり囲まれているので、いくら距離を

とっても、全貌は把握できない。そういえば、

わたしが雑誌やウェブで目にした写真はどれ

も、見下ろした町並みのなかにクンストハウ

スの屋根が顔をのぞかせる、というものでは

なかったか…。はたと気がつき、あわててガ

イドブックを開くと、「グラーツに来たら、ま

ずは町を一望できる城山に登るべき」との一

文が目に飛びこんできた。胸をなでおろし、

さっそく城山に向かった。

　大きな時計塔のそびえる城山に登るには、

エレベータ、ケーブルカー、徒歩と、3つの選

択肢がある。もっとも魅力的だったエレベー

タ（ガラス張り！）には行列ができ、ケーブ

ルカー乗り場は遠かったので、軽い気持ちで

徒歩を選んだが、これが、たいそうつらかっ

た。急な坂道と階段が交互に続く。気が遠く

なりかけた頃、やっと時計塔が目前にあらわ

れた。そのまわりが展望台になっている。眼

下にのぞむグラーツ市街は絶景で、疲れを一

気に吹っ飛ばしてくれた。お目当てのクン

ストハウスも、よく見える。一面に連なる赤

煉瓦の屋根のあいだに、タコの吸盤か、はた

またナマコのような突起のある群青色の建

物が、鎮座している。まわりになじんでいる

ようにも、そうでないようにも見えるが、い

ずれにしても、中世以来の石造りの古色豊か

な町並みと、現代建築をならべるという趣向

は、ヨーロッパの都市にしかできないことだ

ろう。グラーツは、この特権を存分に享受し

ている気がした。

　ところで、今年の欧州文化首都には、オー

ストリア第3の都市、リンツが選ばれている。

リンツのアルス・エレクトロニカ・センター

は、メディアアートの国際的な拠点として知

られるが、年明け以来、日本人アーティスト

も含む展覧会や交流事業が、次々に開催さ

れている。ほかにも、さまざまなイベントが

年末まで目白押しなので、関心のある方は、

ウェブサイト http://www.linz09.at/en/index.

html を参照されたい。

宮島綾子（みやじま あやこ　主任研究員）

研究員レポート　古都グラーツのクンストハウス

城山からのぞむグラーツの町とクンストハウス



　情報資料室という部署において、もっとも

扱う頻度が高い資料は紙です。当館では、全

国の展覧会カタログや書籍等の美術資料を網

羅的に所蔵するために、日々さまざまな場所

から多様な方法で資料収集を行っています。

　その情報資料室の一部において、例外的に

ほぼ紙を扱わないのが情報・資料の『情報』の

部分である情報担当です。現在国立新美術館

では主任研究員の室屋と、情報研究補佐員の

計2名が情報担当として勤務しています。

　今回この『書架のあいだから』というタイト

ルのコラムでは、書架のあいだにあって、紙

を扱わない情報担当という仕事と、そこで扱

う資料についてご紹介したいと思います。

　情報資料室においての情報研究補佐員の役

割には以下のようなものがあります。

・ 館内PCの管理

・ イベント・講演会等で使用する機材管理およ

び運用

・ 映像や音響機材を用いた作品展示の設置補助

・ 館の活動の記録を収集、整理、蓄積すること

・ 館のホームページの管理

　前述の業務で、イベントで使用する大掛か

りな機材の運用や、大量の紙資料（以下、アナ

ログ資料）を電子情報化された資料（以下、デ

ジタル資料）にする作業、ホームページの管

理運用業務の一部は外部の業者に委託してい

るものもあります。またホームページの管理

業務は情報担当だけでなく、広報担当と連携

しホームページチームとして活動を行ってい

ます。しかし、館内のPCの管理は情報担当者

のみで行っているため、さまざまなパソコン

トラブルを解決するべく館内を奔走すること

もしばしばです。

　情報担当の業務でもっとも力を入れている

のが、館の記録をデジタル化し保存すること

です。館の記録とは、イベント、講演会、展覧

会の設営風景、時には作品で使用する映像を

撮影するということもあります。

　デジタル資料とアナログ資料の決定的な

差は、その保管方法と閲覧手段です。基本的

にアナログ資料はその資料の大きさ分の保

管場所を必要とします。無制限に保管するこ

とも、無差別に収集することもできません。

デジタル資料の場合は、完全に場所が必要な

いとはいえませんが、その情報量に対して

アナログ資料より圧倒的に小さいサイズの

保管場所で事足ります。具体的な例を挙げま

すと、いま手にしてらっしゃる美術館ニュー

スという冊子一冊をデジタル化したものが、

手のひらサイズのハードディスク（デジタル

データを保管する磁気ディスク装置のことで

す）一つに約200万部分保存できます。美術館

ニュースの200部の厚さを仮に7cmと仮定し

た場合、200万部を縦に積んだ高さは約700m

になります。

　また、収集するアナログ資料の中には同じ

ものを複数保管する場合もありますが、基本

的にその数は多くありません。それゆえ同時

にアナログ資料を閲覧できるのは、限られた

人数となります。それに対してデジタル資料

の場合、複製が容易で、配布の方法もCDや

DVDで配ることもできますし、インターネッ

トなどの環境があれば、場所を選ばず多くの

人に、しかも同時に資料を閲覧していただく

ことも可能です。ですから、同時によりたく

さんの人に閲覧する機会を提供することが可

能です。

　デジタル資料には利便性もありますが、難

しい部分もあります。まずデジタル資料の取

り扱いには慎重にならなければなりません。

先ほども書いたとおり、デジタル資料は複製

が簡単で、方法によってはほぼ一瞬で世界中

に配布が可能です。資料の中には、当然著作

権や知的財産権などの保護を考慮する必要が

あるものが多数存在します。そういったこと

を考慮せずに安易にデジタル資料を取り扱う

と、いつの間にか他人の権利を侵害したり、

資料を悪用されたりする可能性もあります。

利便性と危険性は比例して大きくなるものだ

と感じます。デジタル資料の取り扱いに関す

る注意は、情報担当のみが気をつけていれば

よい訳ではありません。そのデジタル資料を

扱う人すべてが注意する必要があります。で

すから情報担当者は進んで注意を促し、リテ

ラシーの向上を図る必要があります。それは

デジタル資料というものを扱う上で避けては

通れないものです。

　誰もが時間や場所を制限されることなくデ

ジタル資料を閲覧できる環境が整えば、今ま

で蓄積したデジタル資料が有効に活用される

ことでしょう。しかし今はまだ十分な環境が

整っているとはいえず、ただひたすらにデジ

タル資料を収集・保存している段階です。今

後の美術館の運営方針や予算を踏まえつつ、

一般の方々の要望を満たせるものをいかに提

供していけるかが目下の課題です。

尾形泰三（おがた たいぞう　情報研究補佐員）

書架のあいだから　書架あらためデジタルデータの隙間から

当館ホームページ（http://www.nact.jp）
手のひら上のハードディスクと美術館ニュース200部の束



アーティスト・ワークショップ

ミニチュア・ムシワールド
～虫からみた世界をつくろう～

講師：大平實（『アーティスト・ファイル2009』出品作家）

2009年3月8日（日）13:30-16:30

国立新美術館　別館3階多目的ルーム他

アーティスト・ワークショップ

石から生み出すいろいろなカタチ

講師：村井進吾（『アーティスト・ファイル2009』出品作家）
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空間」を作るための素材を家で探し、当日持参しました。

はじめに大平さんと一緒に『アーティスト・ファイル2009』展で

作品をじっくり鑑賞したら、制作に取り掛かります。お菓子の

入っていた箱、使い終わった生活用品、商品の包装紙･･･そんな

廃品も作品を作るための大切な素材です。2時間ほどかけて出来

上がったのは、卵の入っていたパッケージで作られたカラフル

な住処、いくつもの箱をつなぎあわせた長屋風の住まい、三角屋

根の家など力作ぞろい。参加者は一人ずつ工夫した点などを発

表しました。ビニール袋が花に、ラップの芯は大砲に、CDは乗り

物のタイヤに変身し、本来ならゴミとして捨てられてしまう廃

品は、子どもたちの手によって世界に一つだけの作品として生

まれ変わりました。（TA）

体作品を作ります。でも、石はなかなか思い通りになりません。

想定した形に割れなかったり、バランスが取れなかったり･･･。硬

く、重く、長年扱ってきた村井さんにとっても手強い相手である

石。初めて石に取り組む人にはかなりの難敵です。それでも参加

者たちは、村井さんから熱心なアドバイスを受けながら、石と真剣

に向き合い、石の断片から生まれてくる様々な形を自分の作品へ

と組み上げていきました。そして、重厚な石の存在感と参加者の

個性が融合したすばらしい作品がいくつも生み出されました。

「石に夢中になった。」「難しかったけど楽しかった。」「石と向き合

い、心の勉強にもなった。」ワークショップを終えた参加者の感

想からは、石との対峙を通じて、石の魅力と造形の喜びを知った

実感が伝わってきました。（YN）

教育普及事業　レポート TA：鳥居茜（とりい あかね　研究補佐員）／YN：吉澤菜摘（よしざわ なつみ　研究補佐員）

山や砂漠で拾った木片、廃材などを素材に彫刻作品を手掛ける大

平實さんを講師に迎えたワークショップには、小学生18人が参加

しました。従来の機能を失い、廃品として捨てられてしまうもの

に目を向けて欲しいという趣旨から、参加者は事前に「虫の生活

黒御影石の作品を制作している彫刻家 村井進吾さんがワーク

ショップの素材として選んだのは、やはり「石」でした。材料とし

て用意されたのは、黒御影石の薄い板と、村井さんの作品制作の

過程で出た何百もの石片。9歳から50代までの18人の参加者たち

は、それら石の端材を瞬間接着剤で貼り合わせて、思い思いの立

大平實氏

村井進吾氏


